
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

  
 
 
 

11 月2 日（水）、欧州議会（EU の立法府）の議員で構成される運輸・観光

委員会が訪日し、交通や観光に関して連合と意見交換を行いました。 

航空連合は、連合を通じて日本と交渉中の BASA（航空安全に関する

相互承認協定）を早期に締結するよう強く求めました。 
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【職場の現状】 

外国籍機の受託整備、整備改造認定事業場、重要装備品の修理などの際、    
日本で実施している承認・審査を相手国からも重複して受けなければならず、
事業者の大きな負担となっている。 

2016-2017 産業政策提言 （航空機整備） 

【提言】 

諸外国との相互承認を積極的に推進し、安全性を確保した上で業務負担を  
早期に軽減させるべき 


